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★次回読書会は 11月14日（火）13時半から

★妙法蓮華経序品、方便品の音読と解説を行う予定です。いずれも長いお経の冒頭部分で今までの
章よりも量的には少なくなります。時間が許せば法華経の全体の構造の説明も致したいと思います。

★第四回詩話会は11月11日（土）13時半から

11月・12月映画会スケジュール
毎週木曜日の13時半から

11/2 グレコリー・ペック主演1947年アカデミー賞作品賞受賞作品。ユダヤ人差別をテーマとした

木 ひとりのジャーナリストの真の正義を追求する物語。

11/9 小津安二郎監督、笠智衆主演。東京で学校の先生をしながら一人息子を男手一つで育てていた

木 父親が、故郷に引っ込むが、再び東京に出て大学を卒業した息子と再会する、父子物語。

11/16 山田洋次監督、三國連太郎主演。頑固親父が不肖の息子を通じて家族の絆を取り戻していく

木 再生物語を家族と社会をモチーフとして描いた映画。

11/23

11/30 デボラ・カー主演のイギリス映画。伝道尼僧としてヒマラヤ僻地に赴任した5人の尼僧の

木 自らの信仰に疑問を持ち、悩みながらも伝道に努める愛と葛藤の物語。

12/7 小津安二郎監督。戦後焼け跡に家がポツポツと建ち始めた頃、ひょんなことから一人の

木 少年を育てることになった女性と少年の物語。戦後すぐの焼け野原の東京の景色も必見。

12/14 山田洋次監督,西田敏行主演。「学校」シリーズの第2作。北海道の養護学校を舞台に

木 新人教師や熱いハートを持った教師と障害を持った生徒たちの成長を見つめていく映画。

12/21 ヴィヴィアン・リー主演。テネシーウイリアムズの名作戯曲の映画化。欲望という名の電車に

木 乗ったその女はどこへ行くのか。アカデミー賞をはじめ多くの主演女優賞を受賞。

13時半

13時半

父ありき（94分）

息子（121分）

黒水仙（100分）

長屋紳士録（72分）

学校Ⅱ（122分）

欲望という名の電車（122分）

13時半

勤労感謝の日はお休みです

13時半 紳士協定（118分）

13時半

13時半

13時半

★11月12月の映画会のプログラムをお届けします。
★11月12月は日暮れが早くなりますので、開始を13時半からにしました。皆さんの
お越しをお待ちしています。

★詩人戸井みちおが現代詩の名作を優しく解説します。詩の名作をお茶請けに皆さんとお茶を飲み楽
しく語り合う会です。
★今回は石垣りんの詩を取り上げる予定です。庶民的な生活詩人と呼ぶにはあまりにも不用意。生活
の本質を見抜いた眼が私たちに鋭く優しくユーモラスに迫ってきます。だから怖い詩人です。

★お気軽にお越しください。テキストなどすべてご用意いたします。



狂言綺語・・・はじめに行いありき
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「はじめに言葉（ロゴス）ありき。」
聖書のヨハネ福音書の冒頭の有名な言葉ですね。僧侶である私がいきなり聖書の言葉を持ち出してき

て、何を言い始めるのでしょう。私はかねてより「琉游舎はすべての人に開かれたフリースペースで
す」と申し上げています。琉游舎は思想・宗教・人種・老若男女を問わず、お互いが対話することで相
互理解をし得られる共感の場だと思っています。同じ考えの人と話しても仲間褒めか些細な違いをあげ
つらうセクショナリズムに陥るだけでしょう。そこで今回は自分から遠くにある言葉や考えをもとに
「見る」から「観る」について考えてみたいと思います。
ロゴスと言う言葉はギリシャ語です。私は学生時代プラトンのイデア論を専攻していたのですが、ロ

ゴスという言葉の理解に大変苦労いたしました。簡単には説明し難いのですが、あえてまとめてみると
「イデア（真理）を認識するために必要なものがロゴス（言葉、理性、論理）」だと言うことでしょう
か。であれば聖書の言葉は「神を認識するために最初に言葉や理性や論理があった」「神の認識はロゴ
スにおいてなされる」「神のなかにロゴスはある」と私には読めてしまいます。（勝手な読み方でした
らごめんなさい）キリスト教はまずロゴスによって受け入れられるべき宗教なんですね。たとえば「汝
の隣人を愛せよ」という言葉（ロゴス）はすんなり私たちの頭に入ってきます。頭に入ってきたものは
すんなり心に入り自分自身の血肉となっていくでしょう。キリスト教はロゴス（言葉、理性、論理）に
よって私たちを信仰へと導く宗教のようです。まさしく聖書と言う言葉（ロゴス）によって成立してい
るのですね。
ところがお釈迦様の教えには「汝の隣人を愛せよ」という類いの教えの真理を表した言葉は思いつき

ません。お釈迦様の言葉と言われるお経は膨大な数があります。その中の一つ、たとえば法華経こそが
真実の教えだと標榜する宗派があり、浄土三部経こそが真実の教えであると標榜する宗派がありで、で
は仏教の聖書に当たるものは何だと言われると各宗派ごとに違ってくるのです。仏教には言葉（ロゴ
ス）がないようです。あるのはさとりに到るための行いだけです。それは「煩悩を滅する行いによって
のみさとりを得ることができる」と言うことです。煩悩を滅するための方法や悟るための行いの違い、
悟ったらどこに行くのか？などでいろいろなお経と考えがあるのです。私にとってのそれは「ありのま
まに観ることの行いの積み重ねによって安らぎの処にたどり着くことができる」ということですから、
あえて私はお釈迦様の教えを「はじめに行いありき」と言ってみたいと思うのです。「正しい教えは行
いによってのみ顕現する」
論証の乏しい粗雑な話で恐縮ですが、私のあるがままに見た仏教の姿は、キリスト教の「はじめに言

葉ありき」に対して「はじめに行いありき」だと感得されます。西洋的思考は対象を見たり聞いたり読
んだりすることをロゴス（言葉、理性、論理）で認識するため、自己に対して他者という関係で成立す
る二元論の世界です。ところが「初めに行いありき」は見るや聞くや読むということを言葉や理性や論
理というものを媒介せずに受け入れること（行い）だと思います。それはそのままをあるがままに受け
入れるということになると思うのです。対象と一体化する。自己も他者もない一元論の世界です。
「見る」ことがロゴスによって認識され自己と他者が厳しく分別される世界に対し、「見る」ことか

ら「観る」ことつまりあるがままに受け入れることによって自己と他者が一体化する世界。あえて対極
に配置するとこういうことになるでしょうか。どちらが正しくどちらが間違っているかという議論は無
意味です。私はこの両極端の間で毎日右往左往しながら生活しています。今までの生活や仕事や学習の
場では二元論的思考が体に染みついているので、意識しないと物事を無意識のうちに「正か邪か」「善
か悪か」「好か嫌か」などと峻別しているのです。ですから日々意識して物事をあるがままに観てある
がままに受け入れようと努力しなければ、自分の認識判断は片方に偏ってしまい「中道」というお釈迦
様の教えに反してしまいます。この日々の努力と行いが私の「行」というものだと思っています。
今回は少し話が理屈っぽくなってしまいました。次回は「自分とコリーナの風景が溶け合い風景を自

分の身にまとうことができたらそれは自己と他者が一体化するということではないか」と考えているこ
とについて書いてみたいと思います。「見る」から「観る」そして「行い」は「風景となる」について。
それではまた次号でお会いしましょう。（出琉）


